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澗葉樹艮株古~I腐朽の原因をなすべヅコウタグの研究 1 

1. 絡 一
一
百明治桝!宮外苑の名木ナンヂヤモンジヤ即ちヒトツパグゴ (Chiowmtll1ls l'et'U81l8 Ll ND. ET 

P.AエT. ) は久〈以前より成極の制質 l閣の侵すととろとなり、樹勢次第に哀へ遂に外科ヂ術の行

はれたるはf止にVì く知らる~ 11;'貨にして、昭和l元年小野氏(::1 ) はその若，'::I'l詳細友る被害部

のスケッチ及び病JJ~(菌子11[惜の応JTtーを掲げたるも、殺菌に聞!てはたピサルノコシカケの一種

とのみ記せり。

J長後昭和 10 年今嗣氏(19)により本病以商はベツコウタケなるとと稜炎せられたり。

ベツコウグケたる手1I，fIは大正元年安同氏 (4-1)により命名せられたるものにして.氏は簡単

なる形態上の記載をたせるに過ぎ示、 叉今I~M氏も本菌の材質倒的性に闘しては何等l倫及すると

とろたし。

* j(.f，伝めて最近巡s;t，.及び赤)1二氏 ( 14 ) は本菌の樹病穆的i問察を殻火せり。

チ医者も亦、 fll\ k 昭和， 9 ~I三秋削腕下K於てニセアカシアの並木に紗しく殺生せる本菌の子宮惜

を鷲見し、その後}]J; k 本菌の被害を変りたる樹木を認め、雨水興味をいだき万干の視察、 It験
*ヰと

を粧け今日に至る。未だ不備の駄多k あるも、拾に?回祭宵験の大裂を取組め報告せんとす。

本研究~/t1; り終始恕fむたる指導、助言を賜りたる良林省林業試験場農製博士北品店・三氏、永

)1 行犬氏:..lf!: K的名の I'Î)定その他取名等KI~M し教示せられたる東京科早喜博物館今閥;'"，也氏vz:.ti し

深謝の立を去す。

* <?Jt.{,- -)~i; 稿を了'，t しヲコ L あるとき此の殺去をみたるも、例氏の報 (17せられたる可lPl1の外少しく 1TLゆ観察を

わーひたる!日t あるを);1. て 宏、考迄に敢てノド杭を公にせんとするものなり υ( 1lf1干11 15 '"ミ 1 J1 7 円日己〉
村 jド杭即日i;H:量抑""の '1凶Jj I こより凶に，fll'，:~・の/1'J'l 1 を終逃せるも iN稿を改めること ‘なくて、三主主 1，)の汀工Eにと

どめそのま L 印刷に千jすとと与す。 1，'，)，;ji:諭交の凶阪は I1 ノド林与令誌偽， 22 谷1(1 3 縦(nil 平日 1.5 ~ド 3 JJ) 
に報作品t 1) 0 (Il({平n H� "1ム 2 JJ 1 11;1己〉

JI. 準名此に形態

1. 摩名

本商の皐名として従来弘'EfI L\;; (44) (45) 及び今闘氏(19) は PolYPOr-llS S川n.ztI/ ('('llt 1/ S BERK. 

を使用し来れるも、之は安問氏保集の標本につき LLOYD が本車名を同定し、之をそのま L 附

製したるもの L 如〈、乍者のご]三冗にも LLOYD が本皐名を採用せる標本ありの

空会るに最近今閥氏 (20) は本商の接1'1 I'C M~ し疑問を懐き Polypo円l8 rhoiloplw門18 Li:v. なる

J客名を掲げ J>olyporl(8 8e明ilωr (，l/ tu8 BERにそそのよ児1'íとし塩見及びぷ)1 氏 ( 14 ) も亦 Poly-

1)fW118 1 ・ 1川)(lO}JIt(t(，1/ 8 LÉv を用ゐたり。

1,',J S.ACCARω(3ì) の著書K よれば Polyp川'us s('mila('ratu8 BERK 及び ]>"lyporll.Q cine/'I'f) 

1/{8Cj~S C'(;RT. の Synonym として Polyporus rhoclophaeltS LÉv. が記せらる。



2 林業試験報告 修三十七放

筆者は本菌の拳名に闘し何等詳細貫工る l吟味を友したるととなく 、 今関氏 ( 20入逸見及び赤チ|二

民 (14) に従ひ POlYPOl・718 1'llodophae1i8 lÆv を採用し、 暫時 P07ypOl・tl8 Sem!・7accαtus BERK. 

をその異名として取扱はんとす。

2. 形態

(AJ 子賓瞳

子宵骨量の菌傘は初Jめ卵民色K して塊獄、 馬蹄形秋、錨i伏その他種kの不規則及る形紋を呈し 、

成育せるものは無柄にして牛間形 、 店lF夜るを普通とするも査を形ありて時に漏斗欣を呈するあ

り。多くは敷筒覆瓦欣に相重りて群生し 、 叉債に立111列するものあり。子費髄附近のIJ、枝及び珪

等を傘込みつ L 生長し、幹及ひ守根部に密着す。大さは長径 9"'-"20 CnI.短径 8"'-"12cm を普通と

するも更にE大たる ものにあ りでは長符 30問 、 短何 20 C Il1 、 重量〔生睦) 500gm K蓮するも

の稀友ら守、。

基部甚しく肥厚し周縁に向って漸鋭の傾向あり。初め卵黄色 (Light Ol':lllge-Y cll 0 w........ Deep 

Chrome) (RIDGWAY (33) による。以下同じ。〕を呈し 、成熟せるものに於ては菌傘の部分により

多少の差速を示し、資禍色~茶褐色或はチヨコレ{ト色(Vinaceous Tawny"'-"Walnut Brown"'-" 

Chocolate) を呈し. 特鮮明たる同心環紋を現し、 その間色彩の濃淡を認め、 往々庇欣突起を生

やるととあり。老成せるものは黒禍色とたに環紋不鮮明 、 苔の附着をみるととあり。周縁部

は淡卵黄色 (Pale Orange-Yellow........Ligbt Orange-Yellow) にして 、 他の部分と明瞭左る色彩の

境界を示し、 時に少しく肥厚するものるり。下商の管孔部は新町('主主るものにありては次白色

(Tillcul-Buff) を呈し 、 指頭にて鯛る L ときは忽ち紫禍色~淡チヨコレート色 (Benzo Bl"own ........ 

MOllsa Grey) K費十。老成せる子宮鰻にありでは汚友白色を呈す。管孔は小にして固形たる

も ‘ 附着部に於て卒干しき肥厚を友すものKありでは佐々不規則たる形をとるととあり。大さは

92........148μx 83"'-"129μK して 1Clll :平方に封し約 30 箇を算す。菌管の深さは普通 2........7 mm

主主るも叉此より大たる ものあり。官質は特質にして淡紫禍色、厚さ 5........10mmo (日.1. Fig. 1-

Fig. 3; Pl. JI. Fig. 2, Fig. 3) 

(BJ 措子基及び櫓子胞子

拍子基 (Basidia) は視棒放を呈し、 捨子胞子 (Basidiospores) は集国せるものは白色なるも 、

頼微鏡下に於ては無色、主持政形K レて被!民平滑、附清告11は突出す。 (Pl. V. Fig. 1.) 大さは筆者

の測定によれば 3.5"'-"5.7μx5.0........7.1 I人普遜 5.3μ X6.4 μ，にして今閥氏 (19) の測定結果と略

k一致す。

(CJ 菌紙

子賞謹を形成する菌締の膜は大館平滑たるも.時tて凹凸並Kt{;欣突起を有するものあり。隔

膜明l僚にして数多し。幅 2. 9........7.4μ。培養基上の菌締は無色。 (Pl. V. Fig. 11)。多撒の Clamp .
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4 林業試験報特 第三十ヒ輩記

うどEn氏( "14 ) は宮城 . 愛知、新潟の諸勝、に於てサクラの幹その他に 、 今闘氏はネムノキ 、 ニ

セアカシア、ヒト ツパグゴ等に、叉逸見及びVl;} I:氏(14 ) は近畿地方に於てザクラ、ニセアカ

シア 、 ネムノキ、ピワ、モミヂ、カキ 、 シヒ、イチヰガシ 、 グプノキ等に 、 作 III氏 (38) は蓋

時に~て、叉 REIKING (34 ) は Plülippines に於て Celtis sp . オホバザールスベリ [L品gerstroe-

1IIill specﾎosa (LINN.) PERS.] のtï1î死木に夫々本菌を稜見せる骨記述せり。但し上記の中逸見7Jz

び赤井氏以、外は総て P. se milaccatlls BERK なる襲名によるものとす。向 LLOYD は第 1 表記載

の吉永氏採集の標本の製，1'1 に附，ì己して、“ Very frequent in the Philippines nnd t如、 Eastern

eountris but 110t occure in American tropics " とせり。

上の如く本菌の分布は東洋地方K於て相官康範囲に見出され、我閤K於ては北海道以南、本

州、 基i轡に至る存地方に殻見せられ、 叉宿主植物はエセアカシア、サクラ、ネムノキ、ハンテ

ンポク等最も普通友るも、その範囲はかなり多種の澗葉樹に瓦るもの L 如し。

IV. 被害朕況及び侵入径路

本菌は既述の虫Il くニセアカシア.サクラ類に最も持遁に見らる L ものにして.その他多種の

澗葉樹の材部腐朽を基因し、 P合ど線、て地際に近き樹幹部及び根こ持lSI'C子賓館。形成を見る。今閥

氏(19) は名木ヒトツパタゴは本菌の侵害によりて枯死せる旨述べたるが、筆者の翻察せるも

の L 中にも、 子宮憾の多数殻~tせるウラジロゴシユユは遂に*Ij死し、叉トゲナシニセアカシア

は次第に樹勢哀へ今や瀕死のj伏態i'C ih り。([>1. r. Fig. 1) 

筆者は東京市目黒匿農林省林業試験場構内のハンテンボク並木 (樹齢約 30 年、樹高 ]6........ 

22m、胸高直径 40"'60cm ) :数十本中 K 、 根株及び根剖Si'C木菌子宮骨豊の費生せるものあるを以

て、之を観察し来れるに、{間々昭和 13 年 9 月 1 口開東地方を襲った尉風により、此の並木の

大半は根とそぎ倒伏せらる。よって、此等倒子たせるものにつき検せしK殆ど例外注〈、直根、

側根、並K樹幹が腐朽せられ、必しきに五つては腐朽部地上 1m 以上に蓮せるものあり。その

腐朽欣態は本商子世髄の哲生せる樹と全然同ーなるを認めたり。

而して設に逸見氏(12 ) は齢風K より根麗し、樹幹の挫折なきため一見全く健康・の如く認め

らるるマツを仔細に調査し、倒れた根株の真即ち倒伏前地下にありたる部分に不整形のカイメ

ングケ (PolypOrt!S schωein.it，si-i FR.) 子世悼を珪見し、従来見聞せるととなき興味ある事官と

して指摘せり。筆者は騎風直後倒伏せるハンテンボク根株の哀を詳細κ調査せるも何等子賞髄

らしきもの鷲見し得ぎりき。然るに倒伏後 7 日にして再び検せし t亡、芭根、側根及び樹幹の砧

朽脊!SI'C不整形たる本菌子宮僅多数形成せらる L を見 、 ヨたで之より 7 日 後には後育して梢正形

に近く、次第に正形と怠るを認めたり。 (Pl. IIT. Fig. 1) 

1M倒伏せるハンテンボクを地上約 30cm 1'1:.於て玉切りたる ( 9 月 3 日)切口の腐朽部K 、

僅か 2 日にして菌締甚しく稜育し、菌叢ラた第に膨大隆起し卯JIi.色を呈し、後約 4 週間同 (9 月



ボl葉樹根線対i腐fljの原l刈を なすべヅコウタケの研究 5 

30 円 ) K は型(1付友子世憾の形態を と り 、 H't股稜蓮 1 / . 前-fL外~ I IJj K認められたり。 (Pl. 1 r. Fig. 

2) 

ク任者の間然によれば本閣の被害によ る附朽は樹幹の地際部次ぴ根部に於て特に甚しく、漸次

上守jlKj生み、 ILつ閥朽部ド付近に は例外な しにÜh~足が認め られ、府朽程度は心材部及び死せる樹

皮組織に於て大たり 。 即ち本蔚は初め根及び幹の傷痕 よ り侵入 1 漸次進行せるもの k 如く推察

せらる。

V. t魚子胞子の愛芽

CAJ 殻芽と温度との関係

本菌の拍子胞子はぷ滑'{ /1<の懸消培養により殻芽するも良好没らざる を以て Pm:RI rm.の方法

をとりたり 。 即ち汲め乾熱殺菌せる PETRI Jlll K 殺菌桝の下記 2 種の寒天上脅益-基を周平となし、

凝[Îílせる後査に子宮府の 1 J; ー を ワゼリ ン にて吊り、 鈍険しつ I.}j!<!子の泊允基上に落下するを

まちて之を除lてし定地終に入る。 培益法衣の如 し。

(札) 2% 布]萄糖寒天培養基〔恭mノj， 1,000 cc, 11lî菊新 20gm，怨ス 30gm)

(伶仰b肋) WAわ，VAほX… 寒駅天培械韮基 〔晴章雲滋駄5色ij机4t岱!包3rれc九叫:
質験結果は第 2 d<.の如 し。

賞3 2 主長

Tablo IJ. Effect of 10 1l 1J刊raLllre 011 t l!<，郎、rlllinaもiO Il of hasidio耳porCR

of p，υI l !ljl (l TI凶 I'h u'/oph l/ I'u弐

館 1 I吋 EXj1l'、 ri Jll lmL 1. 
j 自主主;W : 2% 剤事\HlIf J_Pミ J(~- j':t)占
Agar-mcrlilllll ~ per ( .,‘Il L g- l lH・け~(\ agar 

11 。敗'l Temp.温C1U4E 日 15十十251 26-271 20 釦l'eri 
。lay円)

俊芽 Z転
Germinatjon 一一|十一p<，rc，-n 1.叫~ C%) 

1 金 l泡子:後芽胞子 一一一- 1 G23: 5G I ~77: 1l7 1 84.G: ひ4

Mf比a大1量1重1n3Ft1 fm?jξ le11(月p11h 20.4 
of gel'Jn-lnhe (",,) 

まG査p 芽 卒
rll1 Ínrlもion 。 。 G.1 G.2 14.4 

perc('口もage く%)

40 

ード

8.7 

2 会J泡ー{.・五'ít!4' J池子 l20G:74 001:G2 513:74 (82 ・ 121 482:222 280:24 

3h位f
j、・後芽符長
axi 11:urn lon(zμL) il 

of 何日rm-tub巴
80.8 184.0 736.0 257.G 14.8 

ZGE円-m3手ina本bion i| 寸 . .. 12.8 
percen(.ag巳 く)(，)

ー一一一

42 

。

。

。
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Continue� 

P日eri数0(1 \マ竺1 7-8 店 21-22 29 35 
(days) 

3 金!胞子:~j;f:胞子 " " 

放Ma火x互i主m主uF管m 長leTI(gρb) 11 " " 

of germ-t.ube 

室戸 2\叫 Exp('fiment 2. 上it主主基 WAKSMAN 皇室天以主主基
Agar-medium W AKSMAN'S 乱.gar

間\ yrITドイ 10-]J卜 G~17 1 22士~261 171

7h〉7庁l±lニ|ニ|午巳
;主主主y.~1一二|二|ニI~I~ I出土
金!J白子・ 5達芽胞子 74:2 ¥ 40:2 1 103:491 107 ・ 34 1253 ・ 106

第 3 悶 Experiment 3. 主主餐装 WA回M.\N 寒天給援基
Agal'-mediull1 ¥V AKtiMAN'S agar 

P日p，rÎ数od ¥¥¥ro¥mp-¥ 温CU度 RT. 
3 9-10 13-14 19 22-23 32-33 

(day9) 22-28 

一G後erln芽ma率もion 。 。 。 + + + + 
1 

会胞子 : !i査芽胞子

互主芽星紅
Gerrninatioロ 。 。 。 4.0 18.4 6A 15.1 

り
perecntage Oh) 

会胞子:~芽胞子 126:5 70:13 110:7 53:8 

溌Gc 芽本
'rminaLion 。 。 2.3 8.6 32.9 42.5 27.4 

3 
P'・I'cen凶只e く%)

金胞子:設芽胞子 43:1 58:5 82:27 120:51 62:17 

註 R. 'l'. = Roorn tempcrature 

40 42 

29.4 

第 2 表に示すごとく、各賞験ごとに相官の差違ありて判然たる結呆は待られざるも 、大館本

菌の捨子胞子は 13"-制。Crc於て後芽をたし就中 20"C 附近に於て良好なるもの L 如し。本質

験の期間内に於ては lO~ C 以下及び 42つC にては全然種芽を認めや。

稜芽の方法は趨i昆附近に於ては例外友しに胞子の突起官官より稜芽管を出し 、 設芽管は 1 本に

して殻芽に際し胞子は著しく膨大するととなく、叉後芽後数 \-1 を経るも向胞子は原型を止む。

(Pl. V. Fig. 2) 
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然るに-100じの場合は正常主主る設芽7'!k態をとるもの L 外f，'，J[j語、著しく膨大するもの或は主主茅

管を胞子の側壁より出すもの等あり。(ド1. ¥'. l!'ig. 3) 

(B] 投芽にE. ぽナ直射日光の影響

菌草剤の胞子の後2停に及 I;fす口允の影響I'CI~自しては l与くより恭子の報告あり の 子医者も;JF本菌

につき此の闘係を宜験せり。

(a) 方法

王象め乾熱殺菌せる PgTRI -'山亡殺菌せーるど%稲荷糖寒天培養基を侃 ./1、‘と友 1_' .鏡検 しつ L 油

宜の欣態K胞子を均年下せしめたる後、 思ヰfî I'Cて 4 旦に包めるものと全然包まざるも の ~ ')組

(各組 4 箇先〉 を作り . 日光の直射を受ける立!日き位置に 5 時間放置し 、 後思布を除);. し室内

(20_240C ) にをき 2 日後に殻芽j伏態を抑奈せり。

(b) 結 果 ( PE'l'Rl lllL 4 箇の千均を示す〉

質験結J誌を示せば第 3 去の虫11 し 。

まれー 3 A己

Table IlL Efl'ecも of <li recも sun 1ight UpOll the germinatioロ

of basi�.iospores of PulYJlol"1.l.s rhotlophaeus. 

l'l: l除同数 五主 芽 S区flpiAroeJrc日ebB光Se11をx11p受1iogsけhebd た tもoの 然布にて覆へるもの

Experimcnも No. G l' J'minat,joll Control 

俊ヨ宇都

全ß 1 ri:!.] GerminaLﾏon 。 60 
pc rcelltuge く，%)

Septemb巴r 13 th, 
4'-Y-J :iJt!JンWJ三

1938 i An 叩ーもubM(μh of 12J 
gcrm-tubes (J-LJ 

愛 3f-a2拝U 

生存 II Il!J 
Germination 。 -!O 
pcrcellt乱，gc く%)

Sep鈴mbCl 17 th , 一一一

卒均五~jf-管長
1938 Aver品gc lun(gρL1) 10f 105 

gt?'rm.もubes

I3Ilち第 3 表に示す如く;:思布にて覆へるものは良 M なる殻芽を友 し、後芽管の伸長良好主主る

も 、 日光の直射を受けたるものに於ては全然強芽を認めや。

\TI. 培養 J~. の諸性質

(AJ 分離系 統

本質験に使用せるみ:菌の分離系統を示せば第 4JXの如し。

[B J 固 韓 容 養 基

本質験には北島氏 (23) 考案の培養瓶を使用 し、 補助と して試験管を併用せり 。 培養基 l 種

κっき夫-'< 3 筒叱行へり 。 t象め醤油寒天培養基上に殻干了せ し めたる菌控 ( ~~IV;f統 ) より約
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官お 4 込i

Table 1 V. Rources of cnlture-st,rains of Polyporu8 rhodophαeU8 

菌 系 街主植物 分離原 採集地 骨百 考

Culture-sもrain Host plant 
SOllrC<J of t.he 

Locality R巴marksisolation 

第 E 系統
ウラジロゴシユュ 腐ドi 材 * Ji{ 枯死木Rvod'Îα glaucα ]:{o t.1,ed 1'1'00<1 'l'okyo 

手作， w 系統
ノ、ンテン 7){ ク 機子胞ニ[.

~ f比 ヰ艮Liriodeltdron tuz.ipiftJrα B悩idiospo res

去作 V 系統 1/ 腐朽材
1/ Lt立木Rotiert woocl 

修 司 系統
ケ ヤキ 1/ 軍大 国 1/ 

ZトIlc(， 7Vα 8e門・αtα Akita 

| ュセア力シア
係官E 系統 Rοbi叫t日 p8eudo品caciα 1/ // M 

去作羽T ;持続
ソメイヨシノ S子P 氏憾 I恭Ivat子e 1/ 

P円叩118 yedoens日 orophorc 

4111111 .平方の Inoculum を切取り、之を各基上におき、温度は 28 "0 tc保てり。

8 種の胎l骨量培養基に培養し 3 ヶ月聞に瓦りて視察せる結果を摘記せば次の如し。

「人暮 450 gm を'/]( 1 ，OOOec に入れ 1 時間煮沸し1
( 1 ) 人事煎汁寒天培養基 L煎汁を作り之に葡萄続 20gm，怨天 20gm を;!JII ぅ J

設71.頗る良好にして綿雲欣の空中薗綿多孟稜生し. 接種貼附近にては密集し園盤放の菌畿を

作る。 30 FI 後に於ては瓶の金内壁を蔽ひ壁に密着せる部分は緊密危る革質と化し貰色を呈す。

60 日後に於ては全菌総革質司とたり、上部に密着せる部分は柏、濃厚K叉最尖端部は友黄色tc t.主

る。培養基鑓色せ宇。

「玉港Oì~汁 lOOcc，替i!b 50cc, 昔話萄粉 20 gm,l 
(2) 醤油寒天培養基 L員長溜ノlミ 850cc，寒天 30gm J 

設育甚だ良好なり。菌叢比較的密にして人暮煎汁培養基の如くおii雲放を呈せや。且つ周縁部

を除く部分に廃々菌締の塊i伏隆起を認、む。 16 日後K於ては瓶壁の菌総に圏放の寅境部を認む。

60 日後κは菌総革質となり JI つ黄褐色を呈する部分あり。子賞暦類似のもの形成せらる。培

養基費色せや。

「占写生fT革年 200gl 11 をノ1， 1,000 cc に入れ煮沸し煎汁1
(3) 馬鈴薯煎汁寒天培養基 Lを作り 、 之に葡萄機 20gm，皇室天 20gm を刈1 ぅ J

護育は前 2 者tc ~多少劣るも良好。菌jg;; tc鮎々塊71点ーの隆起をみる。 16 日後に於ては菌紙、 瓶

の金内面を蔽ひ尖端部少く着色す。 60 日後K於ては菌紙作黄色に化 し倒伏し、革質となれる

部分に少数の柏大友る孔を認む。培養基慶色せすτ。

「蒸潟水 1 ，000 cc，葡菊籾f lO gm, -":7 ' ・ 1 
(4) WAKSMAN 寒天培養基 (3己 ) LKIfiJ0.1gm， Mgsor7H200.5広:m， 皇室天 3Ò~lUJ

菌赫綿雲j伏を呈し、 塊y状の隆起都あり。 6 日後に於て接種貼附近は倒伏し 、 緊密主主る革質と

化 し淡褐色。 16 日後には菌綿瓶の内商を蔽うに至る。 60 日後に於ても菌最高は瓶の内面約半分

程蔽うに過ぎや。且つ革質とたるととたし。培養基慶色せ十。
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(5 ('Z肌CK 寒天桟基 〔5?官邸!2321521iIJ10惚045iiU:，凱
設 fj削るイ~J_~K I て 1 lìJ1心的赫は後ï'Hili主主るも極めて荷く基雨を蔽うに過ぎや空中薗総 Jt少

し。 liO n を絞るも -~.í綿の量極めて少し l守色にして製色せる部分注し。培養基境色せや。

( (j ) 妻芽エキス寒天培養基〔問Jymc三KZLにも愛妻:。ぷ 25 !rm，]

強 f'ì"lHí にして零J ; '!比の宰ιl'商綿多並に殺生す。 1 6 口 f去に於ては閣総瓶の会内 lá i を蔽ひ市lii

栓に主主ーするものあり。後次;;r~vc緊衝とえ弘り}下質と化す。

r詩~f，耳7]<: J ，OO')cc，葡萄糖 40gm， K ,IIPO. 4gm，ア λ 、
(7) PIEPER -HuMPHREY 合成培養基|パラギ:.- 4g.叫 (NH.)J-IPο. 2gm , MgSO， ・ 7Jf，O I 

'-2gm, OaOO" O.:t5gm, 0乱01， O.Ígm , ;&<フミ 15gJ口 J 

後rf不良。 I基I紙柏絡にのび接極貼F付近は微yi.色に礎寸志。菌叢 中 央部は少しく f到j伏刷物とな

り 、次2l'~vcポ色苦旬H亡、 30 11 後に於ては美ttaìなる淡位相色の部分を形成す。 60 日後K於ても

之と大なる鑓化主主し。培養基礎色せ十。

(8) グリセリンー ブイヨン寒天培養基〔前U13包;χL1102芯1将主5241 8IG]
初め殻ï'íLHí-ならや。白色の柏副主主る宰ιl'菌紙、僅に認められ接種馬li 附近の菌総少しく倒伏

す。然るにその後程TT急:激 vcili とたり 、 16 日後に於ては空中薗締頗る多量に認められ、 1，'，1 30 

日 後には菌総主lii栓に謹し、内面iの菌締本質と化し禍色に援す'0 60 日 後K於ける此の部分の援

色はJt鮮明となる。培養基鑓色せや。

(CJ )在韓場養基

li"開;培養恭と|司ーの雌方にて3 袋持エキス培養基を除く 上叫 7 屈の培養基につき:rt験を ~jへ

り。

似質 jj ラス製 250 <，む人 ERf，ENUYER フラスコ K培長液を各 20り cc i't入し 、 常法により;，x気

殺菌す。柿助として試験管を lJ1'月jせり。 7象めドETRI Jlllに培養せる菌;y; ( 第 lV 系統 j より .

ERLENMYER フラスコには 10mm 千方、試験管には 5mm 千方の I noculul1lを液商に静置し 、

沈浪せしめやに定温室に搬入す。温l主は 2待。C に一定 L. 60 11 開制筏し、後手宇フラスコ内の菌

綿を取り出し、絶乾草:匿を.ff茸せり o -*ff蹴申N:ll主を:fi1.j ，l ê.すれば次の如し。

(1) 人暮煎汁培養基

和め白色の菌称、液面を依ひ 、 後フ シスコの内壁を 11ìJ1.リし遂におíH'~vc達す。フラスコ内面の菌

赫 2 ヶ月後K於ては頗る緊密なる革質を呈し、クリーム色~徽黄色をなす。液中薗締側めて少

し。

(2) 醤油場養基

後干r頗る良好にして、菌綿フラスコの壁を制ひ市'IÌi伶K建するものあり。之は人暮培養基より

も程度大。菌締次第に1(;'質となり、 2 ヶ月後には淡楠色に化す。液中菌紙少し。

(3 ) 馬鈴薯煎汁培養基
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前 2 者κ略同じ。

(4) WAKSMAN 培養基 (pll 5.4) 

菌綿初め倒伏し梢桁た;る革貨を呈す。殻 1守は人墓、 醤ー油培養基によじし不良。 I noculum 附近

の菌綿は淡禍色。後フラスコの内面を íIìJ 1，O L 、 革質と左上叉上部は楠色に唆示、。液中歯締少

し。

(5) CZAPECK 培 養基

を愛育極て不良。 初め接種貼附近に甚だ薄き菌叢を作り 、 後 2 ヶ月を終るも菌扱t/J、にして全滅

面を蔽うに至らす言、僅に ljs 位左り。菌叢の中央部は淡チヨコレート色を呈す。液中菌紙比較

的多し。

(6) PIEPER陪HUMPHREY 合成培養基

稜子T不良。京.rt き菌ff;，%液簡を被うて護育し、接種貼附近は精密にして、日を経るに従ひ美盟友

る校褐色と化す。菌叢緊密ならや。 2 ヶ月を経るもフラスコの内墜を初旬するととなし菌総

の量少し。液中薗締少し。

(7) グリセリンーブイヨン培養基

;憾めて薄き凹凸Jtしき菌叢液商を蔽ひ女第K厚さを増す。フラスコ内壁をのび、 革質に化し

綿栓に蓮す。殻育頗る良好。 i夜中蘭紙少し。

ヨたに各培養基ごとにを愛育せる菌綿の絶乾重量 (4 箇平均〉を示せば第 5 去の如し。

主音養基

Medium 

宮O古v糸enの-r1l乾ry燥w主主e盆i-
gliM um of myce-

(g.) 

号事 5 表

Table V. Ovcn-dry weight of myce1ium of PoZ11J)ortiS ?'ho r/のohαetiS

on various mcdia 

Duraもion of cxperimen色: 60 days, Temp巴raLure : 280C . 

人暮胤汁主音
響i向培養基

馬鈴4年]j:q汁 WAKSMAN CZAPECK 培 PIEPER-HUM-
釜2毒 ， 1音基義

:f?J告を基 よ音養 PIIREYS synt-Carrot de-SAITO'S 60y Potato dE'-
も1{AKSMAN'日CZAPECK'S hetic coc t,ion medium coction 
mediuJJl medium medium m!¥clium medium 

1.01 1.35 0.82 0.6G 0.11 0.22 

Glycerin 

I:louilon 

medium 

2.05 

以上の如〈国世、 i夜韓共に人事、 醤油、 馬鈴薯、グリセリンーブイヨン培養基に於て稜育良

好にして CZAPECK 培養基、 PIEPER-HUMPHREY 合成培養基上の稜育は不良なり。而してグリ

セリンーブイヨン培養基上に於ける稜育欣態は他と具れ初め極めて不良たるも後次第に良好

とたる傾向あり。

向本培養試験中、基上に典型的友子賞暦を形成せるもの危きも 、 アヒ Y醤油寒天培養基には菌

管類似のものあり 。 切; ;・を作りて鏡検するに、拍子基及推子胞子は認められやして、複雑な形

の剛毛鰻 (Cysti r] i日)らしきもの少数認めたり。 (Pl. V. Fig. 4.) 
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[D] 菌綿の授育と温度との関係

馬鈴薯煎汁寒天培養法、醤油寒天培養基. \VAKS l\IAN 寒天培養基(但し pll 5 .4 )の 3 種を

用ゐ店千培養法によれ 後め所定の地度に調印せる定温器を使用 L 、 G R 後基到に稜7fせる菌

叢の直控を計札其大ノj 、を比較し温度に針する後fTの関係を観察せり。宮殿結果をJ示せば第 6

表の如し。 11.j本笠験κ用ゐたる菌系は第， J\"系統なり。

官('; 6 表

'l'able ¥'1. Eífect自 of temperatl1l問。n t he mycelial growth 

of Polypv'ru~ rh~dο /ihl!P1U . 

第 1 悶 Experüm‘nt 1. 

ゐ精霊1主\基 b\\11\1P 温度~~ 14-5110 114 1 20 1 -l寸τ10u 山142川0"2川~n .1 ~~" 1 ~~" 1 ::~" \~61~~01_: 
N o. J + I 5 I 13 I 24 I 37 I 5l I 53 I 52 I +一

馬鈴攻煎汁 1¥0. 2 1 + 1 5 1 13 1 26 1 37 1 50 1 53 1 40 1 + ー
怨天府益基 1¥0.3 1 + 巧 J2 1 26 1 :16 1 50 1 48 1 55 I + 一

(Po(.a(o.agar) I~ _:l:__: _:!:_J 15 1-.2. 3 1_2~ お し二二一'"二一二一
A平vcra均~f'||+ 1 5.0 1 |12.81 25.0 I|37.011 150.31 51.31 52.01 +一
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叩1・) 1 A年川乱均出 土 6.0 寸百 1円三311 3:'.01 H1148.71 53.0 -7一一

第 2 1叫 Exp( rim(・ ut 2. 

一
匹
川
」
川
一
に
は
邦
一

泊
一
山
関
幻

m
m

一
則
一
回
四
回
出
一

ω

一

泊
一
川
:
:
一
則
一
回
目
日
日
一
日
一

，
ぉ
一
川

…
…
ぃ
…
一
一

一
…
…
一
…

一

川
同
山
川
河
田
川
間
一

同
防
阿
川
い
巨
に
は
市
一

問
一
川
口
日
日
常

一山
一刊
8
8
8

一
“
一

9

一
川
+
+
+
+
一
十
一
+
+
+
+
一
+
一

川
時

一

1!9鈴 4干煎汁

寒天絡まさ基

(Poもatρagar)

(Soy 品garl



]2 林業式~報特 づ第三十じ放

Conも，inued

宍にミ\ 17eITIP- 温度。c
3-5 9 3:3 36、 37 41 

Med培lllm養J\\事~、、-----.

:No. 1 + 10 18 36 46 50 7 

vV ,\ RS~f AN 1¥0. 2 + 8 17 ::l6 45 50 7 
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* 背徹、 パクテリヤミ字削入のため菌 ;rÆの iflU定不可能。

第 6 ぷにより t!験結某を綜合するに、本薗は 15"C 附近より後育をなし. 38 0C 内外に於て

は僅に護育し、 410C にては全然護育せ歩。設TTのj法適ìM度は約 33 0C にして 、 上じ l殴(J付高温度
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後Tl少しく劣る。 1，'，J本質験の高温度即ち:l6"，39 υC に於てを安打せる菌叢は座主淡き汚'h<.色を呈
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五福"l\1H埼<1蚕面否百五寝間百両Elこ It属高古吾語12"面五百=τ一一一一一
I ~í音波しその部|す。特級Jljj鮫浮世線を生ず。|を mす。 Sr，. Iなる。

肉眼的観察 |王子の菌糸淡桃|を飲〈。裏商代目部分F 菌 I VI の部分に|菌設断る隆起
|色。裳商土り l よりの色、補い私は淡桃色を|菌孔類似のも |す。

St. VII I Macrゅscopic 止との部分をみ|色。耐商政共佳子ご 7U L..:.仏 |のあり ~~V~ V I 
-一一一 |るに *，1，めて制に越しく隆起附線部表面よ|裏面よりの按

app!'anmce き械色を墨|す。 1 りみれば科!峨|制部の色波
す。|似。|厚。

献の制・ 1st. n :恥 IV く胤 V > 1St ¥'1> I /' 
川cdml IU v

, 'i"!t '¥TTTI' '". L ~i ,.nl"'" . "!( vI11"" '~t 'vTTI /" I St vnl St;. VIlI St. Vll¥ Rt. Vn¥ ./' growth ~" . ' ~I ~' .' '~ I …. ' -1 レ/

| 特級川j 無 I I I 
I henomenonl + ¥ + : -r 
of 乱VCl'伝ion

+ + 

接胸部の祢線|接鱗部の令制接側部にψj阪|接鰯部の務は|傍線あまり切12菌設同ーと
別勝。表面ょ|幅股し。爾菌|なる滞を作|頗る!!IJ際にし闘ならず。接|なる。

肉 IIR的淑祭 |り 此の部分を;反共に航る隆|る。 Rt. V が|て且つ幅 l先順郊の繭糸淡
|みると色彩制起す。 1St. VIII を被|し。その部分開色。 装より

St. V1n 1 Macroscopic 同切断。 1 複する傾向あ|の菌糸淡佼同るに此渚色
j I I り。其部分の|色。 恨厚。

乱ppearancc \菌糸淡次予古色|裏面の渚色利i
。裏面の此部|波し。
円滑色波し。|

菌授の後背 |叫 II 占 |札 1V > 1St. V > 1st.. V1 > 1St. VIJ + I /' 
Mvceli a l ・ 1""'" "'"c,: ~'TTT 't IVU ' ;"L ........ '..T"'ITl'Jl.. :'.J.... ";;T"I'1r.1U. ~-:- ... "1:r'Tl"t1 /'  

.Y"';~"" St. VIII¥ St. VII1¥ St. V1lI¥ St. VIll¥ St. VIll¥ ./' gro"叫1 I .."., ~..， ~".， ~'1 ~".. "1 u.... L._, ~". ' ---, /" 
凡 例 +・・ ..2 蘭設の接続官官に帯線を認む。

一・・ ・ グ グ 官定、めず。

St.. II く Sι 1V... .St. II は St.. 1V よりも君主育ー不良。

St. II =i St. VI. . . . St. II は Sも \'1 と護育問程度。

St. 1V > St. VIl1 ... St. IV は St. VII1 よりも愛育良好。

第 7表に示す如く相具る菌系民IJ I'C於ては雨菌換の境界に一級を劃し、所開tæ(鯛現象を呈する

も 、同一系統のものにありではー貼に接種したる如く繭菌設は同ーと友る。併し嫌鯛の程度に

多少の相違ありて 、 St. 1I x St. V, St. V x St. VJJ]の如く一方を幾分被覆する傾向あるもの

及び St. 1VxSt. VIJ, St. VxSt. VI, St. VrTxSi. VIJI の如く帯紘梢明l瞭を献く場合等あ

り 。 SCHMITZ (3D) のツガサルノ コ シカケ (Fomes pinicoltt (SCHWARTZ) Fr.) に於ける結果及

び中田氏 (29 ) の白絹病菌 (Sclerútiurn Rolfs-ii SACC.) に於て認めたる現象と略類似す。

(Pl. IV. Fig. 1) 

vrI. 本菌の各樹穏に鈎ナる腐朽力

スギ、アカマツの雨針葉樹をはじめ 、 オニグルミ、ケヤキ、ハンテンポク.ニセアカシア、
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ソメイヨシノ 、 キサ、ゲ 、 ミヅナラ等 7 極のj問j葉樹に劃する本菌の腐朽))を知るため北島氏

(25) のL 法K準じ世験を行ひたり。I2P ち i試験材を 2x 1 x 6 ClIlのiLi杭に木取り 、之を絶乾J状態

として Jtの革主を中I'{\!~ し、別に 250cc BRLI~NMYER フラスコにプナ針屑(気乾状態) 25 glll を

寄与オl.. 50cc の茶湘J.Kを加へたるものK前記試験材を入れ車lii栓を施し、 ]20 ' (' Kて 40 分間殺菌

し.後}象め醤f山寒天培養基上に殺1守せしめをきたる木菌 (tr~ j \r 系統〉 を、主主天と共に切取り

て試験材上及び凱・屑上に接種し、 2SI){ i の定温室に搬入し、 i前 LO ヶ月後取出し、 材の}<函に

澄I'f したる菌綿を除き呼び絶乾となレ屯茸をはかり 、 試験前後に於ける豆主の差を ;Jとめよより

減少容を算出しその大小を以て悩刊の利度を知らんとせり。

木質験の成績を示せば5f~ � ;}長の如し。
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菌紛は材の一部を残し包
む。
腐がj倣甚にして白色柔軟
と化す。

菌紙の)Ik態同上。
材の下中分に於て中J;lfの
腐.flj を来し、 此の部分は
柔軟白色と化す。

菌絡は材金般を包み、綿
栓に濯す。
腐，pjは中 Ftlf。

38 ,45 I 椛霊安基茜〈乾燥す。

26,66 

心:f;1 32 !).09 | 酬*~は材全慢を包み、 腐

J 
栓めて車E微にして下部
{也に伎され白色を曇する

u IHt'乱rもー 33 8 ,89 のみ。

1'1:験中の不注意により孟,,'ood 34 8.97 量jj{IJ定不能になれり。

一一一一

菌!釘紙は材全飽を蔽ぅ。エセアカシア 心材 35 初部は白車色は
重微にして材の下

字分 と化す。
Robini品 He乱rもー 36 8.74 I 7.02 1.72 I Ul.68 I ~ 18.76 春材 王火』寸前Ifこ比し腐

初甚し。
pS6udoacariα wood 37 8.78 I 7,11 1.67 I 1!).02 

一」一一←一一一
材は菌未来により全般包ま

ケ 十 キ 心材 38 6.87 3.14 3.73 
l於る街。朽て越し特に下中分にZelkowa H(‘art- 39 6.77 3.26 3.51 5J.85 : r 53.17 著し。
柔軟となるも、健全部に

sej-rαtα wood 40 6.84 3.19 3.65 53.36 比し大なる色の差なし。
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みí~ í:l炎をみるに本菌は針、 I間隔葉樹K針し、:tfcl賞猛烈な附朽 )J を令ーするものにして‘就 ' 1 ' ア

カマツ、ハンテンポク‘ソメイヨシノ等以も甚しく.ニ七プカシア.スギは比較的粧彼なり。

IIb して謹材、 心材のイnHlが閥朽され必きやをみる陀ノ、ンテンポクを|徐き、総て溢材郁は著しく

倒的せらる L をみる。ハンテンボクに於て、出材部が心材庁{I によヒ L減少率小なるは . 前者の培

養基甚 t <乾燥|、鋭利iの政合月什4分なり L ためにして、 )If し同ーのt条件なれば、挫材部は造

に大に脳的せられたるものと .jfl;察せらる。

ヨたに'J!t!~金訟につき--r毒ーせんに、み:宮殿に b全ては例外なしに飢府に主H泣せる音{I分に於てl必朽

甚しく、 |二部は側めて枢微にして悩朽AA態不均ーとたれり。従来木材耐朽性の賀験法として

Ilu~IPlI REY (7) (}i:l入 11UBER'I' ( 16 ) 及びJヒ品氏 (2:i) .等極々の方法あり。 北島氏訟は^土も簡

便なる も j二;1Gの如き紡あり。 而して之 lよ'ifJ'朽閣の種生J'{により一慨に柑言ーすべきものにるらざる

べきも、本JMïに於ては試験料金髄を餅府内に担]渡せしめ撚る後接種する方法をとるときは均ー

なる'{~Wj:伏1邑を宅せ 1 め fl\} るに非やと.jfl

,'IIl. 材質腐桁性に関する観察
材'{'{'，対桁菌の研究に於て、殺菌が木材より、主としてリグニンをあ~li取するものたりや、~%は

セルローズを揃取してよを柴養とするものなりやは度目る市婆 ILつ興味ある事なりとす。革者は

本菌につき此の聞係を調脊ナベく次の賀験視察を行へり。

CAJ 腐朽材の肉眼的観察

ネ;存!によりて侵手，せらる L 生立木の吋朽 l土主として心材にして、法十イは花少し。而して此の

附朽部につき翻捺せば次の.frnl 。

(lJ ニセアカシア

防朽~T!Iは，':n禍色の他会すIlvc比 1- 者 1 く 1'1色となり、 l必朽の千VJ期Ui.f代には淡柿色を呈するも、

義しく進めろものは淡次 1'1色 (Cal'iridgc Bnff')を呈す。 rriî して健全部との出 l'ょには淡楠色の境

色音11 を認め 1 1.つ n 色の附朽ß1IはIW る '1吹く II危射となり、知lil]vc依り容易問制作せらる ~K苓る。

(1)1. II1. Fi宮. -1) 

〔詰〕ハンテンポク

腐朽のみJ却]に於ては閥色に鑓じ、1I;;i紘色の他全部と稿'ì[リJI瞭主主る境界をたす。 lriì して腐朽の甚

しく i住民せるものKありでは、淡貰J'lð (Cinnnmon-Bllfî) に提じ 、 主盆を減じ JLつ著しく脆

弱となる。 l肉朽剖;の臨f苗iは時円の東軍過と )1，:1こ健全部との間に明瞭左足る幅衡を H奇禍色の鑓色部を

形成す。 (Pl. 11. Fig. '1) 

1，\1耐朽試験(\'1 f) に使用せる試験材をみる vc'，必桁音11 はイnJ~しも著しく n色と化せるを認む。

CBJ 腐朽材の頼微鏡的観察

ニ七プカシアの'!'!:.)朽糾につき頼微鏡 r'jf.J lI担捺 をなすに、淡禍色の嬰色部Kはl路線、柔細胞及び
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木繊維等に於て . 褐色の不規則友形の細胞頃充樫を認め 、 特に随線に於て多量なり。関朽の精

進め る材につき菌紙、の位入J伏態をみるに繊細怠る菌紙は無敢に材質手宇都の細胞肢を 、 直接或は

ぜL紋を通じて貫通し、 縦横に迷走す。菌締の蔓延y状態は特に春材部に於て甚しく.屡ミ纏絡し

て菌線網の11%充せるをみる。而して細胞膜壁には菌紙、によりて年たれたる多数の孔穴あり。 E省

訴は幅 1.0"-'2.7μ。 Clamp cOllne('tioll を認む。

(CJ 腐符材の頼微化事的反感

ユセアカシア及びハンテンボクの腐朽材につきて 、 切) ;.を作り リグユン並にセルローズの

顕徴化接的反感を観察せり。リグユンの反臆にはフロログルシンと穣酸K より 、 叉セルローズ

はクロルチンクヨードによれ D 。

而してその反感をみるに 、 ユセアカシア、ハンテンポクんに材の構成要素によりて多少の差

異あるも 、 腐朽部は健全部に比しリグニン反感著しく微弱にして 、 反よセルローズ反ff~は頗る

鮮明なるを認めたり。

(DJ 腐朽せる鋸屑の肉眼的姓に頼徴化畢的視察

ERLENMY!l1: R フラスコ l亡、ブナ鋸屑を容れ.殺菌後本菌を接種し、 却。じの定温室におき 1U

ヶ月後取出し此をみるに、 鋸屑の大部分は蓋しくi'I色に化し、中には全然純白を呈するもの多

量認む。附して此の純白なる繊維質と化せる鋸屑につき検するに 、 リグユンlメ臨は全く現れすヘ

植めて鮮明なるセルローズ反感(比較に行った拙紙と同程度の〉を認めたり。

(EJ BAVENDA I酬 の酸化酵素反感

1928 年 BAVEND.A 11正証(1)が材質悩.朽菌中 、 主としてリグニンを溶解するもの (Ligninzel'

set zel' od. KOITosionspilz) 及び主としてセノレローズを溶解する菌却 (Ze11 uloscspez i alistel' 

od. Dest l'akliollspi1z) の判定に特殊の人: 1 :培養基を使用 し、ょに作)JJする酸化酵素の反臆たる

酸化帯 (0xyda tionszoDen) の有無による方法を後ぶして以来、 多般の研究家 (10) 、 (43) 、 (11 ) 、

(24入 (21入 (22) 、 ( 3入 (りに臆用せられ犬k興味ある結よll:iI王宮差点せられたり。

筆者は本菌の酸佑両手素I'C lh却し B.AV1，ND.AUM の方法に準じ.ヨえの賀験を行へり。

本1受験に使用せる培養基は馬鈴薯，~~U'.卜寒天培養基(寒天 2% ) にして 、 試薬としてl\ I ERCK

製早寧酸及び波食子酸を用ゐ 、 所定の路J1t ( 0.05.%", 0.10%, (U~5%， 0.5% 及び 1.0 但し卒寧

酸に於ては 1.0% の場合寒天凝間せざるを以てよを省けれを奥へ同千と恋し. ょに像め培養

しをきたる木菌の菌締(第 Iγ 系統)約 2mln '1'方を寒天と !~K切り取り中央に移植し、 ~8

OC の定温器に入れ 5 日後共の設 rr欣態及び鑓色の程度を観察せり。 1.'，J比較のため山本氏 (43)

により Destraktionspilz とせられたるツカ'サルノコシカケ (Fo怖es pi?t"ﾍcola (SCHWﾂRTZ) Fl'.) 

及び過見氏 (13 ) によりて Korrosiollspilz とせられたるマンネングケ (Polypo'/'ω japoninls

Fn.)を試薬の 0.1 % を合む培養基に古愛育せしめ併せ観察せり 。

官験結果を示せば第 9 '"長及び第 10 表の如し。
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Table lX. Reactions of the mycelium of Polypο7・US rhodophaeu.s on 臼nnic acid-media. 
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2:(~ n JとにノIとす如く :1 I叫の n.験結呆をみるに平等t般を 0.05 %添 IJII せるものにぷてæEに前総

の後合ーは相官;'.jJp制せられ、 i昌広ーを土持すに従ひ袋三!リi寄せられ、()，5090 に於ては僅に波打をみ

るのみなり。!附して弁泌度の培養基に於ける鈍色の状態をみるに標準 k 無添}JII I'C於てはも立化

たく、けり乃%に於て少しく清色し 、 泌氏の大とたるに従ひJi}色淡J'ι とな Þ (),:259ö, OJ侚 "6 に

於てはItrl る明瞭なる色彩をとる。援色は上き益基のぷ肺のみならや底部j主及ぶ

i，\ì'lヒ院のため行へるツガリールノコシカケ及びマンネングケは犬々前者に於-c 1J..7ff色なし後

者はぽ(:ilJJ t... る所色を認めたる ζ と rr I .-j>:l..\;抗に巡礼J_\; (/)辿べたると[，，] .なり。

~~ 10 J.えにぷす如く淡食子般を O ， 05.U0 加うるとき wéに多少f1i紙の強打を.jJllaj[ll~ 、政度を精

力Hするに従ひ益ミそのf可!日j を六にし 0 ， :)0% に於ては槻めて1"1'[ にすを ffするにj幽きや1.0 ()o I乙

於ては全然殻打をみや。同j して 1.0 lJo IC 於ける!JI()('U]Ulll を他の新さ泣食 f般を合まざる培

養基に移すときは、 I~J び強行を IJfJáfl'するを以て、泣食 f般の J.O Oó は菌綿の波打を令く阻止す

るも此を托i成せしめるものに非すら

ヨ~ 1'C 7Lf色状態を 11見るに 0.05 9ò Iこ於ても .+11常の着色を示し次第にZ岱)，正となるも 1 ， 0 .9ö に於て

は再びfff色淡 1/。此の貼E科学般に於ては淡 j立の上十l' Jm とんに指色程度大となると少〈趣を ;}I~に

し、北島氏はわがプナクワヰカビ (E11 rlol'()uùl川jllio}' (Õ BIIII((I' I(ITJI.)l MA) にて誕jtr見せる結*

と類似す( (1'1. ! \ ", }<'jg' , 2) 

以 J-:平半酸&び淡食子般にJ'1する本~îのfi.!!m をみるに、何れに於ても著明なる酸イ，じ情を生十

るものにして、之は本 ~îの分泌するi権化問素の影響によるもの L 如く、 B.åVEND.A ~IM その他の

人々が.!}，記積の材í1: lJ't;;朽菌に於て足、めたるjχ憾とその軌をーにするものなり。

IX 厚 膜 JI包子

LYlllAN ( :2 8 ) は帽菌J!Jl (IIy川「叫仰l.yr' l' t(叩)の第二)J包 f (恥('Ü，lI dal'Y "1'(Jl'!明)につき詳細に研究

し 、 ょを (H) B l1 d-ccllぉ， (b) Oi <1 j ,l, ((')ぐhJ" D1ydospo)'(>s， (d) ('()lJ idia の 4 極に分けたり。而し

て帽菌Mi中 Chl山 1)' <1川]l oJ' CS (J'/ I1>:<_Jj包 f・ 1 は特に多孔前科 (JJoly JiOl 川 ρ/1，.)の菌.m'j('C.於て屈と認

めらる、もの L 如し。

~菌に於ても 、 LYM.å N のJ'/JI則包 j二に属すべきもの)Ji・ミ凡出さる L を以て、以ート\とに 16討し翻

祭せるととろを11己逃せんとす。

而して本菌に於ては皮11 る多くの場合によを J;!.州すものにして即ち

(a) 人工培益基 ( 波世及び「占|髄 )

(b) r 質惜

((' ) 凶朽材の組織

(<l ) 生立木附+5部附i止の薗紛

の弁々に於て認めらる勺
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[AJ 人工培養基上に於ける厚膜胞子

[lJ 初生菌締 fEE相菌締)

帽菌類の菌類にして、初生菌締 (Prima l'Y Mycelìum) に於ては厚脱胞子を形成するものと然

らざるものとるるもの L 如く、 LYM.AN ( 28 ) は皐胞子より培養するととにより此の閥係を研究

し、叉 RHO.ADS (35) はハカハラグケ (POlyp01・11S pargamewlls FR.)κ於ては初生菌ffy% 1'C厚!度

胞子を認めるとと友〈、第二次菌総 (Secondary type of mycelium) にのみよを見出すととを

述べたり。

筆者の翻祭によれば本菌は叡j生菌総に於ても厚!民JJ包子抗I'C J手肢胞子類似世(Chlamydospol'eｭ

like bodies) 多数認められ、拍子胞下より後芽後僅κ数日にして形成せらる L ととあり。

(Pl. V. Fig. 6 及び Fig. 8) 

甚しきに至つては設芽管の未だ十分伸長せざる内Kκとを認めるととあり 。 (1'1. V. Fig. 5) 

[2J 第二女菌締(複相菌総〉

厚!民UJ包子の形成は培養基上の第二次菌線に稜見せらる L とと最も多く . よK関する記載多

し。

本菌は複相菌紙に於ても頗る多数その形成をみるもの主主り。 (P1. V. ],ig. 7) 

[3J 厚j民胞7二の形成JI~1序

本菌居JJ広胞子の形成/1国序は、 LY1If.AN (28) 及び RHO.ADS (35) が他の菌につき観察ぜると略

同-I'Cして 、 即ち菌綿の内容物が細胞の一方に集り 、次第に制粒7状を呈し濃厚とたり、比較的

厚き肢を以て接続せる細胞の部分と遮断し、之に接する細胞は全く中空と貫工る。

而して厚l民胞子の形態は種々あり.レモンj伏、球形、その他不規則及る形をなし、内容は顕

微鏡下に於て淡黄色を呈し、 大さは率相、複相薗締共に差L主主主く俺 8，...__15μ 充足り 3 叉形成せら

れる位置は菌締の尖端部 (Tel'lllinal) 及び節間部 (Jnt巴rcala l'Y) の何れの場合もるり。

f品J厚膜胞子の内容物につき Cyal1in 及び Sudan ffl にて染色するに多数の Oil drops を検

出せり。

[4J 厚膜胞子の形成と培養基との閥係

液鵠培養基に形成せらる L 厚j民胞子につき之が形成程度と培養基との閥係を翻祭するに第

11 表の如し。

第 11 表に示す如く培養基の種類、により形成程度K差違あるも、之は菌締の後育j伏況による

もの友らんか。而して特にグリセリンーブイヨン培養基上の厚き菌赫の脱には頗る多数の厚膜

胞子後見せられ、恰も菌締のl民は厚!民胞子によりて形成せられをるの翻あり 。 (P1. IJI. Fig. 2) 

[5J 厚!民胞子の形成と温度との閥係

7象め殺菌せる PETRI 血1'C 2% 葡萄糖寒天培養基を扇子と完工し、鏡検しつ q啓子胞子を池:自:

基上に落下せしめ所定温度の定温器に入れ、を受芽及び設芽管の伸長j伏況立立に之と厚)民胞子の形
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気3 11 表

Tablc XI. Rah1l.ion bctwccn the form乱もion of chlamydospos口問

of Pol!l li()rt(~ !.hοd01Jhafl1S and the lllerlium. 
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Tablc XII. Etfec凶 of icmperaLUrcs upon the formatiou of 

chlamyrlo日porps of Pu7 !1fiU?'U ，~ rh()rl()7,hrrenR. 

日数 1品 l広 "G

briofll hperMurc | 22 1 25 1 27 |2MO| 35140 
(rlays) 

'ff&!;f..&.び :a.:!if:竹内主主n科瓜 ム I -1- -1--1- I -1- I -1-'" 
(τ巳m叩rll1川11川l
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4 Gerl1 ination ,>f lJasidi08 13orじR -1-+-1-ヰ -1--1- 1'-1-'+'-1-' 1+++ I 

j判決l胞子の形成 -1-'" 1 -1-ム -1- I -1--1- I -1--1-
ForJllalioll of clIlamyrlos)�ores I 

汲芽及び儲管の針程度 1 -1-;-1-1 +;+ 1 ;;; 1 ; 十 ;:1十十 ++1 + 
G主永k州C山川~J円川11川k

!'il]央胞子の形!荷
j'orlllatioll o[ chlamy,losporps 

備考+1.>く+
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成とにつき観察を行へり。結果を示せばtf~ J2 表の如し。

5f~ 12 去の如く温度により厚!山j包子の形成程度に多少の差あるも之は殻芽後の菌総の音量育J伏

況に開係あるもの L 如く 、 直接温度が影響するものなりや否や疑問なり 。

[6J l駒山胞子の形成と単竿般との開係

本菌に到し一種の脊J !f作用を友す翠寧酸の厚脱胞子形成に及ぼす影響如何をみる。 自i ち~3f

エキス寒天培養基を使用し. 096 (比較λ0.05%， 0.10%, 0.25% , 0 .5% の各濃度の翠寧酸を

含有する基上に本菌を移植し、数日後設TTするをまちて.之を銃後せり。その結果厚牒胞子は

何れの場令に於ても認めらる L ものにして‘濃度との聞にイ"5等の閥係も知り得十。

[BJ 子賓韓に於ける厚膜胞子

子賞嘘の古賀をとりて鏡検するに多数のj写版胞下を認む。而して老成せる子賓館に甚だ多く

見出さる L も、幼きものに於ては認めるとと少し。]形は培養基上に形成せられたるものと大

差主主〈、大さは 7.4 ，......12.8μ )( 9 .2"-16.6μ なり 。(1'1. V. Fi符 10)

[CJ 腐朽材の組織内に於ける厚膜胞子

附朽材組織中のj享l民胞子K闘する記;肢は少きもの L 如く 、 FAULJ. ( 5) 及び WEIR (42 ) がエ

ブリコ (Fornes o!Ji('i仙 ， lis FR.) につき極めて簡単に記述せるをみ、 1~J夫より匙 II.ARTIG ( 9) は

ナラ材 (Eiehellholz) を腐朽せしめるマスクケ (POlyp01'US snlphtげeus FR.) Kっき詳細友る闘

を掲げたるも、氏は之に闘してた Y “ Myzel mit 行pOJ'en" とのみ説明せり。

何して本菌に闘しZ作者の翻察せるととろによれば、時朽材組織内に極めて普通に認めらる L

ものにして印]ちユセアカシア、 トゲナシニセアカシアィハンテンポク 、 ケヤキ等の本菌による

ぬ!朽材を鏡検するに 、 導管.木繊維をはじめ、その他随線等に於ても 、 菌綿と共に多数のJ反映

胞子を認、む。(1'1. JT I. Fig. 3) 

但し腐朽の甚しく進めるもの程多く之を認め、初期時代に於ては比較的少し。 lお朽材中の}，正

l凶l包子の形及び大さは培養基上に於けるものと大差たきも、た<.:'1略球形K近きもの多 し。 大さ

は13.8--1J .8 μ， )(8.8 ，......11.13μ たり。(ニセアカシア材〉。

ヨえに人工培養tてよりて腐朽せしめたる試験材に }'j. I民胞子の認めらる L ととは]\f.ARRYA'.r

[SNELL (41 ) による〕により Ple ll1'otus sub]?al冊目印S FR. につき記述されたるととろなるが、

筆者が本菌につき前辿 (VJI) )，泌朽試験に使用し相官腐朽の進みたる材につき調査せるに、金

樹種に於てはl民胞子を見、就中山ンテンボク、ソメイヨシノ、キサ、ゲ等に多数認められ、ア

カマツ‘スギの如き針葉樹にては、極めて小数存在するに過ぎや。

[DJ 生立木腐朽部附涯の菌紙に於ける厚膜胞子

生立木の腐朽部に近き樹皮及び材部の菌jf:..í~ にl享)民胞子を鷲見せしは SNELL(40) に して、J.J~

はエブリコに於て之を認め甚だ珍らしきとと L して迷ベ 、 FLっ;友商繁硝に及ぼす厚脱胞子の役

11J を推察するに極めて興味星うる本質と主主せり。
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本~if っきてみる l亡、ょうが槻めて判::illiに見，Y\ さる L ものにして、その形態、 大さは他の場合

と大法冶: I (1'1. V目 l'-'ig. 0) 

X . 考察批に 結 l '

次に以上のn:')ll食品ーに抑鋭利1果を納、i-，T~し 、 fllIYi下の考察をカ/lへんとす。

( 1 拍子胞子は法問IJO，k び培養-1l~f乙於てすjn停をなし、そのj鼠JJ[の純|制は 1~l ，..，_.10UC (ご l て

20 0 l‘附近が泊i監とす。よはf'Jï骨慢のを豊打するお季より 秋季開の以ifullこ於てよく設芽し得ると

とをIW，'/Gするものたり。(，'，J ..j(jコ(' K~てlft3FせるJJ~1この中、共7;?なる唆芽状態をとるものある

も、ばとは向j且のオilJ伎による不1"'1然なる~象ならんか。

(2) 1Ù子)J包子の世芽に &ITす白身、J.n 光;の;;と寺中をみる t亡 、 BULT，F. R (引がミダレアミタケ

(DlledωII'It 71nicoZ川・ (BULr，.) FH.)、スエヒログケ (Scll -iz ophy7lml1 (, MIMl-'l i'II(' FR.)につき、 ~NE J. lj

(41 )がキカ ヒガラタケ [LC1lzites s('pi(will (WULF) Fu.J、キチリメングケ (Lel1 zi! ('s /')'(C/) 白川

(l'ERS.) FR.)、ダンアミグケ (l'rarnel('s sel・ ia 7is FR.)及びマツオフジ (I，Cl1 fin7ls lepicll'lIs FR.) 

につき.叉近l総及び笠原氏 (27) がシヒグケ (C01・ thu' lIus Sltiitake SCHROET = C. B川・/， ('/I'Y(l1/!lS 

S. 1m 日T IMAI) につき観桜せる結果と略・致し、町ち rJtしく瑳芽を fHl害し溢によを死滅せし

めるに至るものにして、 ]lo~'I"~[ANN (SNELL (11)による]がハラグケ (... Jg川''1 1 '1同 CIl1nj}('s/sis

LrNN. = l'snl山 ta 何mpestl・.is (LrNN.) FR.J に於て認めたるが主n く、促進する作用は認められや。

( 但し:'(1:者の此の :er-殿方法は 11 )'，亡のι射による温度の上 11. に射してJï，~符冶:る考慮をかlへざる

椴貼ありの〉

lñj してよは自然j伏態に於て fn'位より飛散せる胞子にして、そのド付近に附 1Yi:せるものをとり

鏡検するに、 n 光の射人する位世にあるものにはをく琵芽をみざろ ζ と1. -j:立するものにして 、

本菌胞子か後芽し作るためには、 ι射 /1 ノむの透射せざる均月rr t<とるを当日するものと 打i 祭せらる。

(3) 官、i綿の後fTは日gpER-IJ l' m'IIREY (3~) の令成培益基に於て不良にして、氏王手がマツノ

ネクチグケ lFotn('s ((/1，叫附/(8 (I!'R.) COOKEJ につき認めたる如き良灯・なる ~iN巣 l土件られや。

而して本菌薗綿の後ff温度は 5........40"C にして 33 0C 附近を 11え泊 1此とするは逸見及びぷ)1:氏

(14 )の枯洪と略ミ一致するものにして、(，'，}之は子百聞のI任慌たる後'1:.をみる瓦期高i民期の iK1/支

に近く、 β持者のよくみるシヒグケ、ナメコ (l'holio!a }.T(lml'ko f'. h~) pL J:r.r AI) 及びエノキグ

ヶ・ (Co l!.1Ibùt vl'l�tipes (CUR'f.) .Fn. ) に於ける如〈 、fa\f総資 fTのj白川と子究開設生の泊温の|切

に，Jt しき差b るととなき~'Ji.h' をぷすもの夜らんかの

(4) 本立iによる悩朽は心十4・;'rf\に多〈、設付 ì~i\にはよ七 11変 (I"J 少 l 。然るに試脇付嬢随法により

之を比較するに、 l悶に港fイーは心、材Klt し!礼ーしく'r'!J ,P.i 1.t'らる。lI'rî して本薗の位入部と打[;祭せらる

る附近を詳細に f四%する t亡、 72γ:樹氏或は付制\1亡傷岐部を認む。

以 l二の日付111i より考燃するに木聞の信入 l土品付「勿1命樹皮も〕のftW:~tTi\を通じて心材部を起し
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く侵すと共に、その附近の生活 )Jある樹皮及び溢材郁(形成暦を含む〉をも徐k f'e侵害し . 遂

に之を枯死せしむるに至るもの~-Þ_日〈、叉心材部の腐朽は樹幹の外)J f'e劃する抵抗力を著しく

減殺し、風倒 (Windfall) の大たる原因と友るものたるべし。

(5 自然y状態に於て本菌はi間葉樹のみをも芝すもの L 如く、相官民範囲の樹種に之をみるも、

針葉樹に於てはさをくみられざるととろなり。然るに人工的にアカマツ 、 スギの心材に接種する

にかたり此等をも2すものにして.前者に於ては特に~~し。叉澗葉樹ι， 'n然7状態に於て最も屡ミ

佐寄せらるしニセアカシア試験材の腐朽欣況は甚だ軽微にして 、寧ろ全然本菌の位すとと主主き

キサ、ゲは之に比し腐朽程度大たり。

但し本質験はハンテンポクをも主せるJf~ I V 系統にて行ひたるを以て、他 の系統による結巣

は不明主主るも、大館の傾向は.m知し得らるぺし。

'f，'，J此の現象は勿論生立本と試験材とに於ける環境の相追及び本菌の寄生性或は梢主選搾性K

正-鮎を置き論議すぺきならんも、叉一方樹種による樹位構迭の相違及び立地j伏況にもその一因

は存するものたるべく、即ち本菌は入車の交通繁錯友る附近に於て者ー通みられ、 根林郁及び根

部の傷痕より侵入するは前述の如くにして 、 本菌の侵害最も多きニセアカシア 、 サクラ 、ハ ン

テンボク、ネムノキ 、 ケヤキ等は大館交通州繁なる場所にあり、且つ樹皮及び溢材部は比較的

部< (特にニセアカシアに於て然り〉芭K心材剖\f'e謹する構浩を有し 、 叉何れも比較的・島根性

充足り 。 f医者の渇き経験より論断するととを許さる L ならば、本菌は根株、 根材普11 よりのみ位入

し、高所の枝打跡等よりはら2人せざるものたらんか。

(6 ) 材質腐朽菌の腐朽性決定上 BAVENDA~!M の酸化的素反感の有無は韮要注るものにし

て 、 DAVlDSON 外 2 氏 ( 4) も亦多数の尚朽菌に之を泊周し、例外星うるも大穂に於て信承する

に~る bi.@ï.なるととを誼明せり。 1)1: し之のみに正貼を置くは正鵠を失するととあるべく、北島

氏 (26 ) はリグエンの溶解)Jiちりとは考へられざるプナクワヰカピ (Endo印刷めophora Bu冊目e

KrfAJIMA) に於ても明瞭に之を認め、叉 G.ARREN ( 7) はシハヒグケ [PolysticttlS abie向山S (DIｭ

CK;) 11'R.) につき賀験の結呆リグニン及びセルローズ共に溶解する菌にありでは、本反@ï.f'eID:

きを置き待ざる鮎脂摘せり。即ちリグニン及びセルローズの両方を同一程度に 、 或はリグニン

に比しセルローズを秤i多く嬬取すべき菌に於ては 、 本反艇は何れとも決し難きととあるべし。

而して本菌につきでは、 ws朽材及び接極によりて樹朽せしめたる鋸屑の肉眼的、 顕f炭化事的

概察祉に BAVENDAMJI.!の反膿よ b 綜合するに 1三Ol'I・OSiOllSpilz f'e起すべきものにして . 腐朽

型は HUBERT (15 ) の White l'ot f'e隷属すべきもの准り。

(7) 帽菌類 (IIymenomy('etes) にl凶民胞子の存どEするととは己l くより多数の研究者により

記述せられたるととろにして 、 子1't位 、 及び培養基上に於てを変見せられたる f91多し多孔菌科

(Polyporaceαe) f'e於て特f'elJlJ;.認めらる L もの L 如し。

然るに之が存在意義に闘する記述に至りではrlJ;少し僅に推論的K耐久性のものならんとの
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み述べらる。而して本菌K於ても 、 厚膜胞子は極めて干干遁にみらる L ものにして 、 子宝f樫. 培

養基上、 悩朽材に於ては勿論、 f'l'\ ELL (40) がエブリコ (F01nOS officinaris FR，)につき認め .

米だ嘗て蛮見せられたるととなき珍しき事官として指摘せる . 侵害部附近の隙隙等K形成せら

れたる菌綿に於ても多数後見せらる L ととろなり。

ヨたK柴養、外的影響及び有悲物の有無と j刈見肥子形成との闘係につき二 、 =三の宮離を行ひた

るも 、 ょが形成を著しく促進或は阻止すべき何等の因子をも知り得十。

仰木菌のj引児胞子はm相菌綿上、 複相菌線上-)~fC.形成せらるるものにして 、 甚しきに歪りで

は後芽後間もなく之をみるととあり。 RUMBOLD (36 ) もヌメリスギタケ 、 (Pboliota a c1 i po~a 

1<'1'.)につき類似の現象を認め 、 ょを分生胞子 (Konidia ) と稗せり。

j(本菌のj引見胞子は菌綿との分離比較的期f~ <、 rLつ之が稜芽は零易貫工らや。

1<'JSOHER 及び (;j\UllIA~ :-.r (6) は子褒菌主!fI (ノ! scomJj cetes) 抗に拍子菌知 (Rasirl山川Icet('s) の

])a l1 Cl叩01'CI} (耐久胞子)につき辿ぺ、 之は Diplophas日夜るを平字通とし悲し hapl oidc 町、01'C Il

から出唆したるものに Daucr叩01'Cll 類似の性質を有するものが形成せられたる場令は之を

(ì emmcn と栴すべきであるとたし 、 TeleutospOl' en (冬胞子〉及び Br:mtlspO l'CI} (焦胞子〉の如

き DauCl叩Ol' el} を Chlnmydospol・Cl} とすべ普門店己辿せり。

由是硯よ.木菌の所謂!引児胞子が SN~;LL ( 40 ) の如〈 、イ:.JH帯、繁荊に劃して大なる役割を演

すτべきはflt像し得らる L ととろ友るも‘厚肌JJ包子 (ChlamycospOl'es) なる名稿及び之が存花意

義K聞しては来干考慮の絵地あるやに推祭せらる。

故に本菌につきでは、細胞率的 、 生理、 生態製的諸1主験の格了を侠ちて.此の黙を論断せん

とするものなり。

XI.摘 田守t
'3e 

(1 ) ベツコウグケ (l'olyp01・118 1'IIOdo pl/((eU8 LÉv，)はニセアカシア 、 サクラ 、 ハンテンポ

ク . ケヤキその他種々のìlY.J葉樹に於て 、 似岐部より侵入し根株及び根材育1\を倭し、 主として心

材を樹朽せしめるもの怠るも .亦生活力ある溢材及び形成府をも徐々にt乏し 、 遂に之を枯死せ

しむるに至る。而して根株、 根材t\{\の心材を兆しく腐朽せしめるを以て 、 樹慌の外ブJ fL.劃する

抵抗力著しく小となり風倒 (Willclfall) の大なる原因となるもの友り 。

(2) 本菌の地理的分布はか及り庚く、北海道以南、本州、九州 、 設問:;1立に Philippi l1 cs に

及ぶもの L 如し。

(3) 根覆によりて現れたる悩朽脅1\には極めて短期間に多数子世悼の形成を認めたり。

(4) 本菌の胞子胞子は 13"，，40 0 C fL.於て稜芽し、 就[1' 29 0C 附近を泊温とす。 400C の如

き高温に於て褒芽せるものには居ミ異欣充足る後芽y状態をとるものあり。

1f，J直射口光は殻芽を著しく問客し、 途K之を死滅せしむる。
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(5) 本菌菌訴は植物の煎汗培養基に於て良好たる稜育をたすも PIEPER-HUMPHREY の合成

培養基に於ては不良たり。

(6) 本菌は 5""'-'40 0C K於て護育を主主し、 330C 附近を最適温度とし、比較的高温を好む菌

たり 。

(7) 分離系統を異にする本菌の劃待培養に於ては、明瞭たる鎌鯛現象を認む。

(8) 本菌の各樹種に劃する腐朽力をみるに、ハンテンポク、ソメイヨシノ 、 オニグノレミ、

アカマツ等甚しく腐朽せられ、ニセアカシア、スギは比較的軽微友り。

而して漣材は心材に比し著しく腐朽せらる。

(9) 腐朽材、 腐朽鋸屑の肉眼(:1句、瀬彼化事的観察肢に BAVENDAMM の酸化酵素反臆等より

して 、 本菌はリグニンを落解し、セノレローズを侵すとと少き所謂 KOl'l'osíonspilz K属すべき

菌なり。

(10) 本菌に於ては所謂厚膜胞子 (Chlamyc1ospores) 屡ミ認められ即ち子賃値、培養基上の

単相、 複相雨菌線上、腐朽材の組織中及び生立木被害部附近の締隙にある菌綿上に於ても普通

に認めらる。而して此等何れの場合K於けるものも、形態は大差主主〈、頂生 (TeJ;minaI)及び

節間 (1n tel'Calal'引 の雨方を認む。

尚筆者は厚!民胞子主主る名稽及び英の存在意義に闘し若干疑問とする黒占星うるも‘之につきては

詳細なる細胞接的、誌に生理、 生態撃的賓験の絡了を侠ちて述べんとするもの友り。

XII. 附園説明

第 I 固版

Fig.1. トゲナシニセアカシアに稜生せるベツコウタケ子費鵠 xl/6 

Fig.2. ベツコウグケ子賓館(表面) X2/3 

Fig.3. 向 上(裏面) X2/3 

第 II 固版

Fig.1. ベツコウグケに侵されたるハンテンポク風倒木樹幹の横断面 xI/10 

Fig.2. ハンテンポク風倒木の腐朽部断商に後生せるベツコウグケ子賞鑓の初期 x1/10 

Fig. 3. 向 上、老成せるもの xl/lO

第 II1 圃版

Fig.1. 暴風のため風倒 (Wíndfall) せるハンテンポクの腐朽せる根部に殻生せるべツコ

ウグケ子賞韓 X1/10 

Fig.2. 醤油寒天培養基上に形成せられたるベツコウタウの厚膜胞子 x450 

Fig. 3. :=.セアカシア腐朽材組織中に形成せられたるベツコウグケの厚膜胞子(餓明馨へ

マトキシリンKて染色) x300 
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Fig.4 ベツコウタケによりて侵害せられたるユセアカシア樹幹の横断商 x 1/3 

第 IV 闘版

Fig.1. 分離系統を共にするベツコウグケの3討作培養

(A) 第 VJI 系統(充 ) x第 VJJ 系統(右入 (13) 第 VJ 系統(左) x第 vr 系統(右〉

(C) 第 IV 系統(左 ) x第 Vl 系統(右)、 (D) 第Jr系統(左 ) x第 VI 系統(右〉

(E) 第 V J 系統(左 )x第 VJJI 系統(右入 (l!" )第 V 系統(左) x第 VJJ 系統(右 〉

Fig.2. ベツコウグケ菌綿の波食子酸に劃する反臆

(A) 無添加(比較用)， (B) 0.05 %, (C) 0,] %, (D) 0.25 %, (E) 0.5 %, (F) 1.0 % 

第 V 闘版

Fig.1. 路子基及び捨子胞子

Fig.2. 路子胞子の稜芽 (WAKS1<I.A N 寒天培養基. 250C) 

Fig.3. 高温度に於ける路子胞子の異j伏なるを受芽 (2% 葡萄糖寒天培養基. 400C) 

Fig.4. 剛毛健? (醤油寒天培養基〉

Fig.5 拍子胞子の後芽直後形成せられたるj引見胞子類似櫨 (2% 葡萄糖寒天培養基〉

Bs =捨子胞子

]!,ig. 6 及び Fig. S. 単相菌締上K形成せられたるl刷出胞子 (2% 葡萄糖寒天培養基〉

Bs=路子胞子

Fig.7. 複相菌綿上に形成せられたるJ平l民-胞子(醤油寒天培養基J

Fig.9. ハンテンポク生立木腐朽こ青[\附近の樹皮裂自に於ける菌紙上に形成せられたる厚

j民胞子

Fig.10. 子宮鰭に認めらる i!平!民胞子

Fig.11. ベツコウダケの菌未来(醤油寒天培養基)
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Studies on “ Bekkõ-take" (PolllPO'I'us γlw(lophαeus LEV.) 

causing the Root and Butt Rot of Deciduous Trees. 

(R駸nm�) 

By 

KAZUO lT� 

33 

In tho pros�t paper, tho w1'iter doals with f'ome studies on “ Bekkõ

take" (POlypO?'l18 ?'hodophαeus Lﾉv.=P. semilαccαt11S BERK.), which causes 
tho root and butt rot of clociduOUF; tr0es 

( 1 ) Polypo?'uS rhodophαe1&S i自 of wide goographic dist1'ibution, occuring 
011 many kinds of tho decotyledonous t1'ees, most commonly on the black 

loc l1 sも (Rob如何 pseudoαcαciαL.) ， the ydlow popla1' (Li?'iodend?'on 仰lipザM'α

L.), tho cher1'Y 七rees (P?''l.Ln1&S spp.) , and Albizziαhlib?'issi九 DURAZZ. 叩T・

speciosαIζOIDZ.， but llcvor on conife1'ous tremi in thc East. In Japan , 
thiH fungus is frequcntly found from Hokkaido on tho no1'th to Fo1'mosa 

on tho south, and according to LLOYD in tho Philippil1es. 
(2) Usually, Polypo?・1.S ?'hodophαeus invades into tho lowo1' t1'unks and 

oxposecl roots th1'ough various m.cchanical injurics , such as basal fi1'e scar臼，

frost c1'acks, and wind cra.cks. Tho troes attack('d by もhis fUDgUS show no 

pa1'ticular chango in thoir gClleral onter appearanco向 during the early 

stagc己 of tho disoas(' , bu七 gradually they arc weakonod an<l finally lod to 

(1<‘ath. 

(3) Whon もhe fungns attack� hcavily roots and butts of standing trcofi, 
it bccomeH even ono of tho con1r・ ibn tory cause日 of windfall. 

(4) Only sovon days after tho winclfall, young spo1'ophores of tho fungu日

worc found in abundanc� on tho su1'facc of tho brokcn root and butも of

the yむllow poplar (Li1'iodend?'on t'nlipザe?'αL.) ，

( 5) Tho favo1'ablo tompo1'aturo for tho go1'mination of tho basidiosporefi 

of Polypo?'t.s ?'hodophαe?ts ﾜi fOUJl(l to bc from 1300 to 40 0 0, with tho opｭ
timum of abouも 29 0 0. 1n gormination at 40 00，もh('1' o aro occasionally fiomc 

spo1'e白川velling oxtrt'l11l'ly [lml oLhors putting forth thc gorm tub('s from 

tho sidN; of tho sporoH, bllt 0]] tlw contra1'Y, no such sporcs aも tho optiml1m 

tompcrature ・

Diroct sUlllight inhibits tht、 gü1'minatioll of tho basidiosporcs on agar 

Fcveroly, ant1 kills alJ of th(、III by inciclo11cC of f�c hours. 

( 6 ) The fungn 臼 düvelops vigoronsly 011 many artif�iaI mcdia, o�ecially 
011 BouiloJ1 -glycc、rin medillm , but foebly 011 PIEPER-HuMPI1ERy't; Ryntl1l'tic 
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cultur・c mcdium. 'fhe optimum tempcraturc for もhe growth of thc fungus 

may be about 33ω0， thc ma玄imum tcmperature about 40 0 0 , and もhe mll1iｭ

mum bcもween 400 and 600. 

( 7) Thc phcnomcna of avC1'sion arc sccn bctwocn di宜c1' ont straiDR of thc 

fungus , but are not in theωsos of 0110 and thc Eame strainl3. 

( 8) Dnring NovcmbcI・ . 1938- Scptcmbc1', 1939, thc writcr made a scries 

of durability tests rclati11g to thc decay caused by the fungus 011 both the 

heartwood and Eapwood of some coniferous and b1'oadleavcd spccies. Tho 

results of tho e玄poriments indicate that tho black locust (Rob伽4α pseudo

αcαc切 L.) ， the oak (Queω?刊}

DON. are mo1'o rcsistant than the yollow poplar (Li1'iod仰の・on tulipife?'α 

L.) and the che1'ry-t1'ee (Pr-unus yedo仰si.s MA'l'SU:M.). Among those species, 
the yel10w poplar is of the least rcsistance alld the black locust of the 

most one. The Eapwood provos to bc fa1' less resistant than tho hearもwood.

(9) By 七he results of tho cxperiments Oll the oxidase-reactiolls, tho 
macroscopic appearances and thc microchemical reactions of docayed wood 

causod by Polypo?'us ?'hodophαws the writer classified it to be 011e of thc 

fungi bolonging to F ALCK'S Ligninzcrsetzer. 

(10) Ohlamydospores of tho fungus have been found in following cases : 

(a) on sporophoree, (b) on the boもh primary and secondary mycelium upon 

artificial media, (c) in thc もissue白 of badly decayed wood, and (d) in thc 
100se mycelium growing on the surfacc of the pieces of rotted wood and 

i n もhe crack. 

In view of several experimonts on the relaもion beもweoll the formatioll of 

chlamydospores and the enviromenもal e貸ects， the wriぬr has never recogｭ

nized any remarkable factors either to prevent 01' to p1'omote it. 
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Expl礼nation of the Plate白.

Plate 1. 

Fig. 1. SpO l'OphOI・0白 of Polypo?''l.~S ?'1l.OdophaCll8 upon a li ving t reo of 

Robini(~ pscndoαcαc叩叩f ・ nml!?'αwlifc?'α x about 1/6. 

Fig. 2. UppOl'日urfac(、 of a 日p01'opho1'e of Polν1JO?'W; ?'hodophαCl18. 

x about 2/3. 

Ii'ig. 3. Unc10r f:iurfacc of a 日poropbore of POlyp0?'11S ?'hodophαCl~S. 

x abont 2/::3. 

Plat� II. 

Fig. 1. CI'OSS f:icction of a windfall-yollow poplar (Li?・iodcnd?'on tlll ipifc?・α)

attackoCl by Polyponω ?'ho白IphαCl~S. X about 1/10. 

Fig. 2. YOUJlg sporophoros of Polypo?・16s ?・hodophαcns upon a sCCtiOll of 

a windfall-tl'ec (Li?・iodcnd'l'on t?ûipifcm)・ x abo川 1/10 .

Fig. 3. Ditto maturoc1. x about 1/10. 

Platc III 

Fig. l. Sporophorc8 of Polypo?'ns rhodopZ山口ns upon dccaye� root8 of a 

willdfaJl-trce (LÍI" iodcnの'0η tl~lipザc? α). x about 1/10. 

Fig. 2. Chlamydosporc日 of Polypo?'ns ?'hodophac'l.~s in tho mycelial maも

on SAr1'O';; OniOll-f:ioy agar. x about 450. 

Fig. 3. Chlamydo白p01'08 of Polypo?・ns ?'hodophαcus in the wood-tisSllCf:i 

。f tho black locuFiも (Rob伽4α pscmloαcαciα) rotted by the fungus. 

x about PJOO. 

Fig. '1. ()roﾍ"ﾌs section of a black locu白t tree (Robiniα pscudoαcαciα) 

attacked by Polyporlts ?'hodophαCl1S. X about 1/3. 

Plate IV. 

Fig. 1. Mixed culturcs botWCOll diffcront culturo-straimJ of 'Polypo l't~s 

?'ll. odophαC'l.~S， 

(A) Strain VIl. (left-hal1d side) x Strain VII. ( 1屯ht-hand sidc), 
(B) St. Vl. ( " ) x St. Vl. 

(C) St. IV. (日)x St. Vl. 

(D) St. II (円) x St. VI. 

(E) St. VI. ( " ) x St. VIlI. 

(F) St. V. ( " ) x St. VII. 

Fig.2. E貸ect of gallic acid on thc mycelial growth of POlyp0?'11S 

?'hodophαcus (Oxidaso-reaction), 
(A) Contro], (B) 0.05%, (C) 0.1%, (D) 0.25%, (E) ü.G,%", (F) ] .0%. 

3G 
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P1atc V. 

Fig. 1. Basidia and basidiospol'es. 

Fig. 2. Germinating basidiospores on W' AKSMAN'S agar at 250C. 

Fig. 3. A bnormal ge1'mination of basidiosPOI・es at 400C. 

Fig. 4. Cystidia (?) found on SAI'.rO'S onion-soy agar. 

Fig. 5. Chlamydospores (?) 011 germ-tubes of basidiospores. Bs.= basidio・

spo1'e. 

Fig. 6. &. Fig. 8. Ch1amydospo1'es or chlamydospore-like bodies upon 

the primary mycelium (haploid hyphae). 

Fig. 7. Chlamydospores UpOI1 the secondary mycelium (diploid hyphae). 

Fig. 9. Chlamydospo1'es iu thc 100se mycelium g1'owiug ou the surfacc 

of 1'otもed wood aud in the c1'aok. 

Fig. 10. Ch1amydospores iu spol'ophore白

Fig. 11. Hyphae of POlyp01'US 1'hodophα61l，S ou SAJTO'S oniou-soy agar 目
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